
 

＜概要＞
  預託線量とは、放射性物質を摂取した後、その物質の体内における壊変によって放射される線

量率を時間積分した値である。積分の期間は職業被ばく及び公衆の成人に対して摂取後の50年
間、子供や乳幼児に対しては摂取時から70歳までとする。預託等価線量は、体内の臓器または組
織が摂取後同様の期間に受ける等価線量をいう。

  預託実効線量は、放射性物質の体内摂取から受ける臓器または組織の等価線量のおのおのにそ
の臓器または組織の組織荷重係数を乗じて加え合わせたものである。

＜更新年月＞ 
2002年02月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  体内に摂取された放射性核種の壊変によって体内の臓器及び組織が照射される内部被ばくの場

合、それら臓器及び組織への線量の与えられ方は、時間的に分布することになる。線量率のこの
時間的分布は、放射性核種の種類、物理的・化学的形態、摂取の仕方、及び核種が取り込まれる
組織に依存する。内部被ばくの場合は、放射性核種の代謝や排泄の速度をコントロールできない
のがふつうである。したがって、摂取したときにその後の線量率分布及びその時間積分値である
線量は決まってしまうと考えられる。臓器または組織Ｔの受ける預託等価線量は次の数式で表さ
れる。

     Ｈ（τ，Ｔ）＝∫ｈ（ｔ）ｄｔ
  ただし、時間についての積分は、ｔoからｔo＋τまでとする。

  ここに、ｈ（ｔ）は臓器または組織Ｔの摂取後の時間ｔにおける線量率であり、τの値として
は、職業被ばく及び公衆の成人に対して50年、子供や乳幼児に対しては摂取から70歳までの期間
をとる。放射性物質の臓器・組織中の実効半減期の長いものと、短いものについて上式のｈ（t）
を例示したものが 図１ である。

  預託実効線量Ｅ（τ）は、放射性物質の体内摂取から受ける臓器または組織の等価線量にその臓
器または組織の組織荷重係数Ｗ（T）を乗じて加え合わせたものである。すなわち、

     Ｅ（τ）＝ΣＷ（T）・Ｈ（τ，Ｔ）
 ただし、合計は全身の臓器または組織Ｔについて行なうものとする。

  預託実効線量は、摂取した年の1年間に受けたものと見なして、その年の外部被ばくの実効線量
と合計し、その合計値が線量限度を超えないように個人の被ばくを管理する。

＜関連タイトル＞
 内部被ばくの評価 (09-04-04-04)

 線量預託 (09-04-02-11)
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